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9月会議で決まりました9月会議で決まりました
条例の制定・一部改正

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた地域経済と
住民生活に対して、複数年にわたり支援施策を実施す
ることが必要になったため、後年において実施する事
業のため、基金（1億円）を創設しその財源を確保する
ものです。また、地域経済の活性化にかかる事業及び
住民生活の支援を行うため、政策の実現に向けた事業
を横断的に推進します。

工事請負契約の締結
鏡野町地域活性化・生活支援基金条例の制定
について

新型コロナウイルス感染症の感染予防として、マイナ
ンバーカードを利用して、住民票の写し、印鑑登録証
明書及び所得課税証明書をコンビニエンスストア等に
設置されている多機能端末機等を用いて取得すること
ができるようにするため、関係条例の一部を改正する
ものです。

鏡野町印鑑登録及び証明に関する条例及び
鏡野町手数料徴収条例の一部改正について

〇中橋橋梁修繕工事
井坂・至孝農　地内　7,479万円　
契約の相手　株式会社  大和建設
橋梁の長寿命化計画に基づき点検を行った結果、修繕
する必要があると判断されたため、道路メンテナンス
事業により実施する。

財産の取得
〇公立学校情報機器整備事業
ＰＣタブレット　1,070台
eライブラリ　一式
デジタル教科書用サーバー　一式　5,769万円
取得の相手　株式会社  両備システムズ  津山営業所

国の公立学校情報機器整備費補助金を受けて実施する。

９月会議は９月３日から25日まで行われ17件の議案等が議決されました。

全議案は全会一致で可決となりました。（賛成12：反対０） 
令和２年９月会議t（定例会）賛否の公表

議第57号
　鏡野町地域活性化・生活支援基金条例の制定について
議第58号
　鏡野町印鑑登録及び証明に関する条例及び鏡野町手数料
　徴収条例の一部改正について
議第59号
　鏡野町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
　運営に関する基準を定める条例の一部改正について
議第60号
　鏡野町教職員宿舎条例の一部改正について

条例の制定・一部改正

原案
可決

議第61号
　鏡野町過疎地域自立促進市町村計画の変更について
議第62号      
　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

計画の変更

原案
可決

議第63号      
　令和元年度鏡野町一般会計及び特別会計歳入歳出決算の
　認定について
議第64号
　令和元年度鏡野町国民健康保険病院事業会計決算の認定
　について
議第65号      
　令和元年度鏡野町水道事業会計決算の認定について
議第66号
　令和元年度鏡野町下水道事業会計決算の認定について

決算の認定

原案
可決

議第67号
　令和２年度鏡野町一般会計補正予算（第6号）
議第68号
　令和２年度鏡野町国民健康保険特別会計補正予算
（第2号）
議第69号
　令和２年度鏡野町国民健康保険病院事業会計補正予算
（第1号）

一般会計補正予算

原案
可決

議第70号
　工事請負契約の締結について（中橋橋梁修繕工事）

工事請負契約の締結

原案
可決

議第71号
　財産の取得について　公立学校情報機器整備事業
（PCタブレット購入等）
議第72号
　財産の取得について　避難所環境整備事業
（避難所用間仕切りテント購入）

財産の取得

原案
可決

発議第２号
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書       
       

意見書の提出

原案
可決
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氷河期世代の職員採用

就職氷河期世代の一般職採用を行う事業。2名の
職員（事務職・土木職）の採用を見込んでおり、
現在38～48歳の年齢の方々を想定している。

217万円　増額

オリンピック・パラリンピック教育推進事業費

鶴喜小学校が、岡山県の「オリンピック・パラリ
ンピック教育推進事業」の指定を受け行う事業。
スポーツ新聞作りやオリンピックのポスター作り、
里山駅伝、障害者スポーツ「ボッチャ」の体験、
パラリンピック出場選手の講演等を、今年度を通
じて計画している。

15万円　増額

非常用自家発電設備整備事業費

自然災害時への対応のため、非常用自家発電設備の
予備燃料となる軽油を備蓄する地下タンクを鏡野中
学校プール跡地に埋設し、自家用給油施設を新設す
る事業を当初予算に計上していたが、地下タンク容
量の変更（5,000L→10,000L）のため増額補正
するもの。平時は、スクールバスの燃料として使用
し、定期的に入れ替える。

1,259万円　増額

国保病院の繰出金

新型コロナウイルス感染症拡大が長期化する中、鏡
野町国民健康保険病院における院内感染予防策とし
て、オンライン診療やサーマルカメラ等を整備する。

300万円　増額

恩原高原スキー場施設整備設計業務費

令和３年度恩原高原スキー場パノラマゲレンデ駐車
料金所改築工事及びクリスタルパレス外装改修工事
を実施するにあたり設計業務委託料等を計上。　

169万円　増額

河川維持補修費

平成30年７月豪雨により被災していた箇所や、災
害予防対策を早急に行う必要がある箇所に対応す
るための増額補正。地区は小田、中谷、富等。

1,800万円　増額

　平成29年度～30年度にかけて、前社長の元での運営では、結果
的に組織体制の崩壊で会社として体制維持に大きなダメージを残
した。31年度(令和元年度)からは、人員の再配置による体制の強
化を実施し、売り上げの改善を目指した。事業部は5部署、道の駅
物産館、温泉亭、奥津事業、農機センター、ひらめ館が主である。
　全社の売上は昨年比86.5％。売上的にも屋台骨部門の物産館の
経費増加で、利益率が下がった。結果、平成30年3月31日で前社
長が退き、持ち株503株がそのままになっていたのを、今年度、
町が買い戻すこととなった。
　しかし、今年の冬は記録的な雪不足での売上の減少に、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止に伴う自粛等で、更なる利益の減少に
追い打ちがかかった。
　道の駅は、温泉亭のバイキング料理が売りなので、元の1,200
円に戻しお客様も戻りつつあるが、コロナ対策として人数制限を
強いられ、いささか伸び悩んでいる。
　ここからは、私の持論だが、道の駅としての特徴がない。普通
だ。特に野菜コーナーには葉物が少ない。生産者農家を増やし、
できれば営農指導しつつ出荷量を増やす仕組み。野菜コーナーに
「不揃い野菜コーナー」を設けては。格外品、虫食いは困るがキ
ューリは曲がっててもいいなど。買いやすく、作りやすく、とに
かく特徴が必要と思う。

株式会社未来奥津

〈 町が出資している法人の経営状況について 〉

　町の指定管理施設は多くあるが、一般社団法人上齋原振興
公社もその一つだ。
　公社が運営する指定管理施設は7つ。国民宿舎いつき、ク
アガーデンこのか、恩原高原スキー場、恩原高原オートキャ
ンプ場、県立森林公園、上齋原文化センター及び体育施設、
屋内ゲートボール場。その他にも受託事業は、公共施設維持
管理を含む21事業（町以外の指定2施設含む）と多くの事業
を手掛けている。公社は上齋原村時代から観光を定款として
観光振興に努めてきた。
　さて、令和元年度の事業報告によると、上半期は夏場の合
宿利用の増加により、各施設とも集客・売上が順調に伸びた
が、下半期は消費税の増税と暖冬による雪不足、新型コロナ
ウイルス感染症の影響で大幅な減収となり、今季約4,000万
円の赤字となった。
　いつ収束するのか先行き不透明ゆえ、上齋原財産区より資
金援助を受けたのも仕方ないことと思った。特に天候に左右
され、降雪機も造雪機もない恩原高原スキー場を運営し続け
るには、町有施設として、町がしっかりと先を見据えた運営
判断が重要に思う。公社の評議員として関わっているからこ
その思いでもある。

一般社団法人上齋原振興公社

９ 月 補 正 予 算

片田八重美
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歳入　119億2,543万円
（平成30年度額  117億2,169万円）

歳出　115億309万円

令和元年度　歳入決算

令和元年度　歳出決算

（平成30年度額　110億6,350万円）

町税  16.7%
19億8,902万円

分担金及び負担金  2%
2億3,820万円

繰入金  6%
7億1,071万円

繰越金  3%
3億5,819万円
諸収入  1.8%
2億1,753万円

地方譲与税  1.2%
1億3,959万円
地方消費税交付金  2%
2億3,291万円

寄附金・使用料
及び手数料
0.5%  6,927万円

財産収入  1.7%
1億9,759万円

地方交付税  39.2%
46億7,705万円

町債  7.4%
8億8,380万円

その他（自動車取得税交付金・配当割交付金他）
0.8%  9,954万円

国庫支出金  8.8%
10億5,023万円

県支出金  8.9%
10億6,180万円

歳入歳出差引残額４億2,239万円のうち
１億9,300万円は財政調整基金へ。
残りは次年度へ繰越。

町税・財産収入・寄附金
繰入金・繰越金など

総務費  14.4%
16億5,214万円

議会費  0.9%
1億206万円

商工費  4.6%
5億2,642万円 農林水産業費  8.3%

9億5,122万円
労働費  0.1%
1,150万円

衛生費  6.2%
7億2,034万円

民生費  22.8%
26億2,087万円

※千円単位は四捨五入により端数処理しているため、合計額と一致しないことがあります。

公債費  14.4%
16億6,014万円

歳出（支出）

災害復旧費  4.1%
4億7,625万円

土木費  8.7%
10億106万円

消防費  2.4%
2億7,708万円

教育費  13.1%
15億401万円

31.7%自主財源

財政の弾力性を判断する指数75～80%
が健全とされる

85.3%経常収支比率

18%以上は町債の発行に県の許可が必要
11.3%実質公債費比率

地方交付税・自動車取得税
ゴルフ場利用税・国庫支出
金など

68.3%依存財源

37億8,051万円

81億4,492万円

　経常収支比率は85.3%で平成30年
度から比べると1.2%悪化しており、
財政の弾力性低下が危惧される。また、
実質公債費率は11.3%で、昨年に比
べて1.3%上昇しており最近の3年間
では緩やかな上昇となっている。
　歳入の大半を占める地方交付税につ
いては、平成26年度に合併特例措置が
終了し、27年度より段階的に減額され、
今年度からは標準算定に基づく交付税
額となった。こうした中で、地域社会
再生事業費の追加や森林環境譲与税の
増額は町の重要な財源となっている。
　今年度は新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により税収は大幅な減少が
予測され、地方債の償還額増加も財政
状況の悪化に拍車をかけるとの懸念が
ある。そのような状況において公共施
設個別計画では、利用需要に見合う適
正な整備や大規模改修等の工事期間を
平準化するなど工夫が求められる。財
政規模の縮小も含め、将来世代に負担
を残さない財政運営の健全化を図るこ
とが重要である。

（小椋　晶志）

議会選出監査委員から一言

町民税、固定資産税、
軽自動車税など私たち
が町に直接払っている
税金です。

自治体の規模や財政に応じて
国から交付されるお金です。

保育や医療など
使い道の決まっ
た補助金です。

借り入れの
返済金です。

ごみ・し尿の
処理費等です。

福祉に使う
お金です。

町の借り入
れ金です。

115億
309万円

歳入（収入）

  自主財
源

119億
2,543万円

　
　
　
依
存
財
源

31.7
％

68
.3

％



かがみの議会だより・第６号5

令和２年度８月補正予算【一般会計】（第5号）

８月会議で決まりました８月会議で決まりました
８月会議は８月５日に行われ２件の議案が議決されました。
新型コロナウイルス感染症対策（経済・生活支援対策事業）

全議案は全会一致で可決となりました。（賛成12：反対０） 
令和２年８月会議t（定例会）賛否の公表

議第55号 
　令和2年度鏡野町一般会計補正予算（第5号）

一般会計補正予算

原案
可決

議第56号
　財産の取得について（公立学校情報通信ネットワーク
　環境施設整備事業）

財産の取得

原案
可決

番号 事　業　名 予　算　額 補　正　理　由

1 鏡野町マイナポータルシステム事業 3,098万円 マイナポータルシステムを利用した各種申請書作成、補助金申請等のオンライン化に
かかる経費

2 各種証明書コンビニ交付事業 1,066万円 マイナンバーカードを利用して、各種証明書をコンビニエンスストアで取得できる
サービスを導入する経費

3 会計臨時管理費 665万円
窓口業務の手数料支払いで現金の取り扱いを減らし、極力接触を避けるため、レジの
キャッシュレス決済や口座振替申込をスマートフォンやパソコンを利用して申請でき
るペイジー口座振替システムを導入する経費

4 生活応援商品券事業 140万円 経済的影響が大きい非課税者及び多子世帯を応援するために、商品券を配布する事業
補正要求時の見込み数より該当者数が増加したため補正する。

5 岡山県ひとり親世帯臨時特別給付金
給付事務費 21万円 国の２次補正による「岡山県ひとり親世帯臨時特別給付金」の支給にかかる事務経費

6 保育園共通臨時管理費 120万円 保育園のマスク、消毒液、使い捨て手袋等の購入経費

7 インフルエンザワクチン接種事業 2,100万円
新型コロナウイルス感染症の症状はインフルエンザと同様の症状を呈することから、
インフルエンザワクチンの予防接種を受けることで予防できるインフルエンザの流行
を最小限にとどめ、新型コロナウイルス感染拡大に備える。現在補助対象外である
16歳から64歳までの全町民を追加対象とする事業費の増額

8 新型コロナウィルス予防費 1,589万円 サーマルカメラ、マスク、消毒用アルコールなどの防疫、衛生用品の追加購入経費

9 鏡野町旅客運送モニター事業 1,300万円

道路旅客運送業者への利用促進のため実施している、高清水トレイル駐車場間の送迎
タクシーのモニター運行に続き、バスの利用を促進するため、バスの定期シャトル便
（１日３便程度）を実施するための事業費の増額。また、町内観光施設を巡る県南発
着のモニターバスツアーを実施し、観光経済対策並びに利用者ニーズの把握を行うた
めの経費

10 鏡野町プレミアム旅行券・優待券発行事業 1,630万円
鏡野町内の宿泊施設に加え観光施設で使用できる「宿泊で得する観光割引クーポン
券」（宿泊3,000円＋観光2,000円）を発行するための事業費。また、町内の各宿泊
施設で利用できる宿泊優待券の買い取りを行い、おもてなし向上を目的としたアン
ケート付きプレゼント企画を観光公式ウェブサイトで実施するための経費

11 鏡野町ファンクラブ等会員特典事業 500万円
鏡野町と関係性の高い会員への特典提供により、関係人口の拡大に繋げるため、会員
制ファンクラブ「かがみの里山健康クラブ」等会員の特典割引（日帰り温泉の半額割
引、飲食店等割引クーポンの発行2,000円）を実施するための経費

12 災害対策臨時管理費 4,561万円
災害発生時の避難所での新型コロナウイルス感染防止を図るため、必要な物資等を調
達するとともに、調達した物資等を保管する備蓄倉庫の整備やPHV車（電気自動車）
の購入にかかる経費

13 小学校共通臨時管理費 436万円 小学校のマスク、消毒液、使い捨て手袋等の購入経費及び、修学旅行のバスでの過密
を避けるため、バスの増便にかかる費用

14 スクールバス臨時管理費 202万円 南小スクールバス車内の過密を避けるため、バスの増便等にかかる経費
15 鏡野中学校臨時管理費 99万円 中学校のマスク、消毒液、使い捨て手袋等の購入経費
16 スクールバス臨時管理費 432万円 中学校スクールバス車内の過密を避けるため、バスの増便等にかかる経費
17 幼稚園共通臨時管理費 6万円 幼稚園のマスク、消毒液、使い捨て手袋等の購入経費
18 鏡野学校給食共同調理場臨時管理費 35万円 令和2年3月分の臨時休校に伴う給食材料費補填金への負担金



6
かがみの議会だより・第６号 6

今後、更新費用の平準化に向けた取り組み
として検討委員会を設立し、町営住宅建替
方針を定め事業の推進を図っていく

答弁答弁 原　　章倫 議員

町営住宅の今後の管理、運営について質問質問

　
　
　

合
併
当
初
か
ら
15
％

　
　

程
度
の
人
口
減
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
現
在
の
各
地

域
の
町
営
住
宅
の
人
口
に
対

す
る
戸
数
、
規
模
や
構
造
が

適
正
な
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
本
町
に
は
町
営
住
宅

13
団
地
、
97
戸
を
管
理
し
、

入
居
率
は
、
過
去
５
年
間
を

通
じ
て
90
％
前
後
で
推
移
し

て
お
り
、
住
宅
戸
数
に
お
い

て
は
現
在
の
戸
数
で
適
正
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
構
造

に
つ
い
て
は
、
木
造
・
簡
易

造
・
鉄
骨
木
造
・
鉄
骨
造
が

あ
り
、
簡
易
造
は
旧
耐
震
構

造
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
、

新
耐
震
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

町
営
住
宅
に
は
目
的

　
　

別
に
数
種
類
の
町
営
住

宅
が
あ
る
が
、
今
後
も
目
的

別
の
運
営
方
針
で
臨
ま
れ
る

の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
世
帯
対
象
の
「
町
営
住

宅
」
、
中
間
所
得
層
に
対
す

る
支
援
住
宅
の
「
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
」
、
定
住
促
進
事

業
の
「
定
住
促
進
住
宅
」
が

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
目

的
を
十
分
理
解
し
、
安
定
的

で
、
公
平
公
正
な
サ
ー
ビ
ス

を
効
果
的
に
提
供
し
、
入
居

者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、

入
居
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
　

町
営
住
宅
に
お
い
て

　
　

は
、
一
番
古
い
も
の
で

は
昭
和
45
年
に
整
備
さ
れ
、

築
50
年
を
経
過
し
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る
が
、
今
後
の

管
理
運
営
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　

町
営
住
宅
の
中
に
、

昭
和
45
年
か
ら
54
年
に
整
備

さ
れ
た
も
の
が
５
団
地
、
47

戸
あ
る
。
平
成
22
年
か
ら
23

年
に
外
壁
・
給
水
管
・
ト
イ

レ
の
水
洗
化
・
屋
根
の
葺
き

替
え
・
下
水
道
の
接
続
等
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
で

は
、
建
物
本
体
や
設
備
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。
併

せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
、

構
造
が
簡
易
造
の
た
め
新
耐

震
に
対
応
出
来
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
更
新
時
期
が
集
中

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

今
後
、
更
新
費
用
の
平
準
化

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

検
討
委
員
会
を
設
立
し
、
町

営
住
宅
建
替
方
針
を
定
め
、

建
替
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
　

第
２
期
鏡
野
町
子
ど

　
　

も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
趣
旨
に
沿
っ
た
、
子
育

て
支
援
、
生
活
、
安
全
環
境

の
整
備
に
お
い
て
、
若
者
や
、

多
子
世
帯
、
ひ
と
り
親
家
庭

を
対
象
と
し
た
住
宅
の
提
供

を
町
営
住
宅
と
し
て
行
う
考

え
は
な
い
か
。
ま
た
、
更
新

に
際
し
て
、
若
者
や
子
供
を

意
識
し
た
構
造
的
配
慮
を
十

分
に
加
え
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
町
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
現
在
も
、
ひ
と
り
親
世

帯
は
優
先
入
居
の
条
項
が
あ

り
、
住
宅
困
窮
家
庭
の
受
け

皿
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

子
育
て
支
援
を
す
る
生
活
環

境
の
整
備
も
含
め
、
町
営
住

宅
建
替
方
針
の
中
で
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　

鏡
野
町
は
面
積
が
広

　
　

く
山
間
地
を
多
く
抱
え

る
た
め
、
町
道
も
、
一
級
町

道
を
始
め
二
級
、
そ
の
他
町

道
を
含
め
る
と
総
延
長
が
４

６
０
キ
ロ
に
も
な
り
、
そ
れ

に
関
わ
る
維
持
、
補
修
、
冬

期
の
除
雪
な
ど
、
町
道
の
管

理
を
し
て
い
る
。
山
間
地
ゆ

え
に
山
際
の
町
道
も
多
く
、

町
道
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
木
、

竹
な
ど
通
行
の
支
障
に
な
る

場
合
も
多
い
。
対
処
・
処
理

は
原
則
的
に
は
山
の
所
有
者

の
責
任
だ
と
思
う
が
、
所
有

者
の
財
産
の
権
利
と
果
た
す

べ
き
責
任
は
ど
こ
ま
で
あ
り
、

行
政
指
導
は
ど
こ
ま
で
出
来

る
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
危
険
と
さ
れ
る
範
囲

は
、
車
道
の
場
合
は
上
空
4.5

メ
ー
ト
ル
以
下
、
歩
道
の
場

合
は
上
空
2.5
メ
ー
ト
ル
以
下

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
道
路

上
に
は
み
出
し
た
木
の
枝
等

に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て
は
、

道
路
法
に
お
い
て
管
理
権
限

が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
口
頭

や
文
書
に
て
行
政
指
導
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

台
風
や
豪
雨
な
ど
に

　
　

よ
る
倒
木
等
が
避
難
経

路
の
遮
断
と
な
り
う
る
と
思

う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
大
雨
、
降
雪
、
暴
風

の
際
に
は
、
幹
線
道
路
及
び

過
去
に
倒
木
等
が
あ
っ
た
箇

所
の
見
回
り
を
行
な
っ
て
い

る
。
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、

道
路
を
封
鎖
し
、
職
員
に
よ

る
直
営
作
業
、
業
者
委
託
作

業
に
よ
り
早
期
対
応
に
努
め

て
い
る
。

問問

答答 答答 答答問問

答答問問

答答答答 問問 問問問問

道
路
法
の
管
理
規
定
に
お
い
て
、山
の
所
有
者
に
行
政
指
導
を
行
っ
て
い
く

ま
た
、災
害
時
に
お
い
て
は
早
期
対
応
に
努
め
る

山
際
の
町
道
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
木
、竹
な
ど
通
行
の
支
障
や
災
害
時
の

倒
木
等
で
避
難
経
路
の
遮
断
と
な
り
う
る
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か

質問質問

答弁答弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
　
括
　
方
　
式
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答答 問問

問問

答答問問

答答問問

答答

　
　
　

我
が
国
は
少
子
化
時

　
　

代
と
な
り
、
国
に
お
い

て
も
出
産
費
用
の
無
料
案
が

浮
上
す
る
な
ど
、
未
来
を
担

う
子
供
は
大
切
な
宝
と
な
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
、

特
別
定
額
給
付
金
が
国
民
一

人
ひ
と
り
に
給
付
さ
れ
た
が
、

こ
れ
は
令
和
２
年
４
月
27
日

ま
で
に
出
産
さ
れ
た
子
ど
も

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
下
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
収
束
が
み
え
な
い
な
か

妊
婦
の
方
は
産
前
産
後
に
お

い
て
非
常
に
心
を
痛
め
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
様
な

状
況
を
鑑
み
、
現
在
は
対
象

外
で
あ
る
令
和
２
年
４
月
28

日
以
降
生
ま
れ
の
新
生
児
に

対
し
て
も
、
特
別
定
額
給
付

金
を
今
年
度
に
限
り
町
独
自

の
対
策
と
し
実
施
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。　

　
　

町
　
長

　
　
　
新
生
児
に
対
し
て
特

別
定
額
給
付
金
の
給
付
を
と

の
提
言
で
あ
る
が
、
議
員
が

指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
の

制
度
で
は
４
月
27
日
現
在
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
者
と
の
規
定
が
あ
る
。

近
隣
市
町
村
に
お
い
て
も
多

く
の
自
治
体
で
４
月
28
日
以

降
に
出
産
し
た
子
供
に
対
し

て
も
独
自
に
給
付
金
を
支
給

す
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
国
の
制
度
に

お
け
る
定
額
給
付
金
の
給
付

が
８
月
25
日
の
支
払
い
を
も

っ
て
終
了
し
、
町
全
体
で
は
、

実
績
と
し
て
、
99
・
８
％
の

方
か
ら
の
申
請
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
国
の
定
額
給
付
金

制
度
の
目
的
が
家
計
支
援
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
た

め
の
独
自
制
度
に
つ
い
て
も

早
期
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

町
内
で
８
月
31
日
現

　
　

在
、
新
生
児
が
何
人
誕

生
し
た
か
教
え
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
年
間
出
生
数
掛
け
る

10
万
円
と
し
て
も
、
大
体
１

０
０
０
万
円
で
あ
る
。
財
源

と
し
て
は
臨
時
交
付
金
の
活

用
、
あ
る
い
は
一
般
会
計
予

算
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
中
止
と
な
っ
た
複
数
の

イ
ベ
ン
ト
等
の
款
項
の
組
替

え
も
考
え
ら
れ
る
。
多
く
の

施
策
に
お
い
て
手
厚
い
行
政

で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
本
件

を
プ
ラ
ス
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
田

舎
に
住
み
た
い
と
考
え
る
町

外
在
住
者
や
移
住
希
望
者
に

向
け
て
鏡
野
町
の
Ｐ
Ｒ
に
も

繋
げ
て
は
と
考
え
る
が
、
町

長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

町
　
長

　
　
　
鏡
野
町
で
は
年
間
約

１
０
０
人
ペ
ー
ス
の
出
生
が

あ
り
、
本
年
４
月
28
日
以
降

８
月
末
ま
で
に
34
人
が
出
生

し
て
い
る
。
町
独
自
の
政
策

と
し
て
早
期
に
検
討
し
て
い

く
。除

雪
作
業
（
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
）の
実
働
が
短
縮
の

場
合
に
手
当
の
拡
充
を

　
　
　

地
球
温
暖
化
の
影
響

　
　

に
よ
り
、
今
ま
で
に
経

験
の
な
い
暖
冬
で
雪
不
足
と

な
り
、
積
雪
を
目
的
の
事
業

所
関
係
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
合
わ
せ
て
大

不
況
と
な
っ
た
。
除
雪
作
業

委
託
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
委
託

が
大
半
で
あ
る
が
、
一
部
に

お
い
て
全
委
託
と
も
聞
い
て

い
る
。
今
後
、
同
様
の
事
態

が
起
こ
っ
た
場
合
、
作
業
員

は
除
雪
期
間
中
は
拘
束
さ
れ

る
た
め
、
実
働
時
間
の
み
な

ら
ず
無
作
業
の
場
合
で
も
、

最
低
の
手
当
支
給
、
固
定
費

用
等
の
支
援
対
策
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
町
長

の
所
見
を
伺
う
。

　
　

町
　
長

　
　
　
除
雪
作
業
能
力
の
保

持
に
つ
い
て
は
、
除
雪
体
制

を
維
持
し
、
安
全
な
冬
季
交

通
を
確
保
す
る
上
で
、
除
雪

作
業
を
担
う
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
確
保
は
、
大
変
重
要
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
雪

が
少
な
く
一
定
期
間
出
勤
が

少
な
い
場
合
、
一
週
間
毎
に

機
械
の
点
検
整
備
を
行
い
、

そ
の
時
間
の
費
用
は
請
求
で

き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
対
策
で
、
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
る
が
、
除
雪

作
業
能
力
を
保
持
す
る
た
め
、

引
き
続
き
、
ど
の
よ
う
な
対

応
が
可
能
か
、
委
託
作
業
を

任
せ
ら
れ
て
い
る
岡
山
県
と

共
に
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

今
冬
季
は
、
出
勤
が

　
　

な
い
場
合
、
一
週
間
毎

に
機
械
の
点
検
整
備
を
実
施

し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
僅

か
な
賃
金
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
県
議
会
で
も
本

件
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
な

さ
れ
、
検
討
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
他
の
自
治
体
に
お

い
て
も
、
今
後
雪
不
足
と
な

っ
た
場
合
、
固
定
費
用
等
の

見
直
し
を
実
施
さ
れ
る
が
町

の
見
解
を
伺
う
。

　
　

町
　
長

　
　
　
大
変
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は

県
の
副
知
事
と
も
話
を
し
て

い
る
。
様
々
な
対
策
や
方
法

案
が
あ
る
と
思
う
。
暖
冬
の

た
め
雪
が
減
少
し
て
い
る
事

実
が
あ
る
な
か
、
代
替
の
仕

事
や
作
業
員
の
拘
束
時
間
に

対
す
る
扱
い
等
、
改
善
策
を

検
討
し
て
い
く
の
は
当
然
だ

と
考
え
る
。
総
合
的
に
、

中
・
長
期
的
な
考
え
を
示
す

の
が
適
当
だ
と
思
う
が
、
昨

年
降
雪
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
で
抱
え
て
い
る
問
題
に
対

し
て
、
議
員
が
述
べ
ら
れ
た

こ
と
に
も
沿
い
な
が
ら
、
行

政
と
し
て
も
な
に
が
で
き
る

か
、
近
隣
町
村
や
東
北
・
北

海
道
等
の
首
長
が
提
言
し
て

い
る
拘
束
時
間
の
補
償
に
つ

い
て
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

今
後
十
分
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

子育て世代の支援のため、
町独自の制度を早期検討する

現在、対象外となっている新生児に対しても
町独自の特別定額給付金の給付を

小椋　晶志 議員

質問質問

答弁答弁

一
　
括
　
方
　
式

一
般
質
問

一
般
質
問
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
　
括
　
方
　
式

将来の展望が描けない地域が増えているのは地域に跡継ぎがいないから
子供たちが戻ってきたいと思う魅力あるまちづくりを進めたい

町長が町内各地域を回られた中で感じられたこと、
各地域の課題や町民ニーズについての所感は

答弁答弁

質問質問

飯綱　洋平 議員
　
　
　

来
年
度
か
ら
始
ま
る

　
　

第
２
次
総
合
計
画
・
後

期
基
本
計
画
の
策
定
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま

え
、
先
月
８
月
、
町
長
は
じ

め
執
行
部
が
町
内
12
地
域
の

公
民
館
を
回
り
、
各
地
域
づ

く
り
協
議
会
と
の
地
区
別
懇

談
会
を
開
か
れ
た
。
参
加
さ

れ
た
町
民
と
の
話
し
合
い
の

場
で
意
見
交
換
を
さ
れ
た
が
、

町
長
が
各
地
域
を
回
ら
れ
た

中
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
、
各

地
域
の
課
題
や
町
民
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
の
所
感
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
地
区
懇
談
会
に
お
い

て
、
広
い
視
野
で
提
言
を
い

た
だ
い
た
。
課
題
点
と
し
て
、

過
疎
化
、
少
子
・
高
齢
化
の

急
速
な
進
行
に
加
え
、
空
き

家
、
耕
作
放
棄
地
、
有
害
鳥

獣
被
害
、
地
区
役
員
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
等
が
全
町

的
な
問
題
と
感
じ
た
。
新
た

な
施
策
へ
の
提
言
と
し
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
郷

土
愛
の
醸
成
、
定
住
促
進
住

宅
、
林
業
に
よ
る
企
業
誘
致
、

先
進
地
に
な
ら
っ
た
地
域
活

性
化
の
分
析
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
移
住
施
策
等
、
幅
広

い
分
野
に
お
け
る
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
５
年
後
、
10
年

後
の
将
来
の
展
望
が
描
け
な

い
地
域
が
増
え
て
い
る
の
は

地
域
に
跡
継
ぎ
が
い
な
い
こ

と
に
起
因
し
て
い
る
。
集
落
、

地
域
が
継
続
す
る
に
は
、
子

供
た
ち
が
地
元
で
就
職
し
、

進
学
後
も
地
元
に
戻
っ
て
き

て
こ
そ
地
域
の
力
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
子
供
た
ち
が
戻

っ
て
き
た
い
と
思
う
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
、
幼
少
期

の
教
育
か
ら
進
め
る
べ
き
だ

と
感
じ
た
。

　
　
　

今
回
の
よ
う
に
町
の

　
　

施
策
に
つ
い
て
町
民
と

膝
を
突
き
合
わ
せ
て
話
し
合

う
こ
と
は
、
ど
の
ぐ
ら
い
の

頻
度
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

総
合
政
策
室
長

　
　
　
地
域
づ
く
り
協
議
会

と
の
懇
談
会
を
前
回
実
施
し

た
の
は
平
成
27
年
、
５
年
前

の
６
月
だ
っ
た
。

　
　
　

前
回
の
懇
談
会
が
５

　
　

年
前
で
は
寂
し
い
。
住

民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

に
、
よ
り
頻
繁
に
地
域
を
回

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
は
い
か

が
か
。

　
　

総
合
政
策
室
長

　
　
　
地
域
と
の
意
見
交
換

の
場
の
頻
度
が
少
な
い
と
い

う
指
摘
だ
が
、
確
か
に
５
年

に
一
度
で
は
少
な
い
。
計
画

策
定
時
の
み
、
行
政
か
ら
歩

み
寄
る
と
い
う
の
も
お
か
し

い
と
思
う
。
検
討
し
た
い
。

　
　
　

後
期
基
本
計
画
案
を

　
　

作
成
す
る
に
当
た
り
、

住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
課
題

の
整
理
を
行
う
上
で
、
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
住
民
参
加

の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行

わ
れ
る
の
か
。

　
　

総
合
政
策
室
長

　
　
　
町
民
の
意
見
を
反
映

す
る
プ
ロ
セ
ス
だ
が
、
毎
年

２
月
か
３
月
に
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
今
回

の
総
合
計
画
策
定
に
当
た
り
、

６
月
に
町
民
２
，
０
０
０
人

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
。
７
月
に
は
、
鏡
野
中

学
校
全
校
生
徒
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
８
月
に

は
地
区
懇
談
会
を
行
っ
た
。

10
月
に
は
議
員
と
の
懇
談
会

（
全
員
協
議
会
）
を
お
願
い

し
て
い
る
。
同
月
に
、
町
出

身
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た

懇
談
会
を
行
う
予
定
で
、
鏡

野
町
が
将
来
ど
う
な
っ
て
ほ

し
い
か
と
い
う
希
望
等
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
す
る
。
来
年
１
月
、

素
案
が
出
来
上
が
っ
た
段
階

で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

行
う
。

　
　
　

町
の
計
画
に
ど
う
取

　
　

り
組
ん
で
い
る
の
か
、

将
来
は
ど
う
し
た
い
の
か
と

い
っ
た
情
報
を
分
か
り
や
す

く
町
民
に
発
信
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
町
政
の
よ
り
一
層

の
「
見
え
る
化
」
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
が
い
か
が
か
。

　
　

総
合
政
策
室
長

　
　
　
行
政
の「
見
え
る
化
」

に
つ
い
て
は
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
施

策
・
事
業
を
や
り
、
ど
の
程

度
達
成
で
き
た
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
皆
様
に
お
知

ら
せ
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　

総
合
戦
略
の
政
策
体

　
　

系
の
中
に
「
将
来
に
わ

た
り
活
力
あ
る
地
域
社
会
を

実
現
す
る
」
と
あ
る
。
働
き

や
す
い
魅
力
的
な
就
業
環
境

と
担
い
手
確
保
の
実
現
に
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る

の
か
。

　
　

総
合
政
策
室
長

　
　
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、

将
来
に
向
け
た
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
一
環

と
し
て
、
女
性
等
の
就
業
に

つ
い
て
は
、
第
一
に
ど
う
い

う
人
材
が
い
る
か
と
い
う
掘

り
起
こ
し
を
行
い
、
各
種
機

関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

多
様
な
人
々
の
活
躍

　
　

の
場
と
し
て
、
奈
義
町

が
行
っ
て
い
る
「
し
ご
と
コ

ン
ビ
ニ
事
業
」
が
あ
る
。
廃

業
し
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

を
改
装
し
た
ス
ペ
ー
ス
に
地

域
再
生
推
進
法
人
が
入
居
し
、

様
々
な
仕
事
を
集
め
、
し
ご

と
コ
ン
ビ
ニ
登
録
者
に
仕
事

を
依
頼
す
る
と
い
う
事
業
で

あ
る
。
子
供
と
一
緒
に
仕
事

が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
作
っ

て
お
り
、
子
育
て
マ
マ
の
職

場
復
帰
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
、
地
域
の
企
業
や

事
業
主
が
相
談
等
で
立
ち
寄

れ
る
場
に
も
な
る
。
こ
の
よ

う
な
先
進
事
例
を
研
究
し
て
、

鏡
野
町
で
も
子
育
て
中
の
マ

マ
や
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

が
気
軽
に
働
け
る
場
が
作
ら

れ
れ
ば
、
移
住
・
定
住
の
促

進
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
が

い
か
が
か
。

　
　

総
合
政
策
室
長

　
　
　
先
進
地
に
倣
っ
た
移

住
施
策
等
の
意
見
を
い
た
だ

い
た
。
計
画
自
体
に
反
映
す

る
か
ど
う
か
は
現
時
点
で
は

分
か
ら
な
い
が
、
施
策
の
実

施
と
し
て
有
効
と
考
え
て
い

る
の
で
、
導
入
に
つ
い
て
先

進
地
事
例
に
学
び
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答答 問問

答答答答 問問問問

答答 問問問問

答答 答答問問

答答

提案提案
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一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

障
害
を
有
す
る
幼
児

　
　

・
児
童
・
生
徒
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
、
ど
の
様
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
在
籍
す
る
園
や
学
校

と
進
学
先
と
な
る
学
校
間
で

情
報
共
有
を
行
う
。
日
頃
の

子
ど
も
の
様
子
や
特
性
を
理

解
す
る
関
係
者
、
専
門
の
医

師
の
意
見
、
発
達
検
査
や
知

能
検
査
の
結
果
を
基
に
、
11

月
頃
、
教
育
支
援
委
員
会
で

進
学
の
総
合
的
な
判
断
を
行

う
。
　
　
　

進
学
の
選
択
肢
は
ど

　
　

の
様
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
進
学
の
選
択
肢
と
し

て
、
通
常
学
級
、
通
級
指
導

教
室
、
特
別
支
援
学
級
、
特

別
支
援
学
校
が
あ
る
。

　
　
　

就
学
の
受
け
入
れ
は

　
　

誰
が
決
め
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
ど
の
教
育
機
関
を
選

択
す
る
か
は
教
育
支
援
委
員

会
の
決
定
を
踏
ま
え
、
本
人
、

保
護
者
の
意
見
を
最
大
限
に

尊
重
し
た
上
で
最
終
的
に
教

育
委
員
会
が
決
定
す
る
。

　
　
　

医
療
・
教
育
・
福
祉

　
　

・
児
童
の
連
携
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
乳
幼
児
の
検
診
等
を

行
い
障
害
の
あ
る
子
供
や
発

達
が
気
に
な
る
子
ど
も
を
早

期
に
見
い
出
し
、
家
族
や
障

害
児
支
援
者
、
幼
・
保
育
園
、

医
療
機
関
等
の
関
係
機
関
で

情
報
を
共
有
し
、
子
ど
も
の

日
常
生
活
に
対
し
支
援
で
き

る
よ
う
連
携
し
て
い
る
。

　
　
　

各
支
援
学
校
の
運
営

　
　

は
ど
の
様
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
現
在
、
７
つ
の
小
学

校
で
特
別
支
援
学
級
を
設
置

し
て
い
る
学
校
は
５
校
、
８

ク
ラ
ス
あ
り
、
自
閉
症
・
情

緒
は
５
ク
ラ
ス
、
知
的
障
害

は
３
ク
ラ
ス
設
置
し
て
い
る
。

中
学
校
に
は
、
自
閉
症
・
情

緒
は
２
ク
ラ
ス
、
知
的
障
害

は
１
ク
ラ
ス
設
置
し
て
い
る
。

特
別
支
援
学
級
は
知
的
、
自

閉
症
、
情
緒
と
い
っ
た
障
害

区
分
に
該
当
す
る
児
童
・
生

徒
が
３
人
以
上
い
る
場
合
に

設
置
が
認
め
ら
れ
、
８
人
以

上
の
場
合
は
ク
ラ
ス
を
分
け

る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

国
や
県
か
ら
の
人
的

　
　

支
援
や
教
材
、
予
算
等

は
手
厚
く
支
援
が
行
き
届
い

て
い
る
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
特
別
支
援
学
級
の
担

任
は
学
級
数
に
応
じ
て
県
が

配
置
す
る
。
特
別
支
援
学
級

に
対
す
る
交
付
税
も
あ
る
が
、

国
や
県
か
ら
の
支
援
で
は
運

営
が
難
し
く
、
町
費
で
講
師

を
配
置
す
る
等
の
支
援
を
各

学
校
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

就
学
前
か
ら
義
務
教

　
　

育
終
了
ま
で
の
期
間
、

幼
・
保
育
児
・
生
徒
の
個
別

支
援
計
画
は
ど
の
よ
う
に
管

理
を
し
、
進
学
時
に
引
き
継

ぎ
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
幼
・
保
育
園
で
は
日

頃
の
様
子
や
支
援
状
況
を
記

録
し
、
就
学
の
際
に
は
小
学

校
へ
情
報
を
引
き
継
ぐ
。
学

校
は
そ
れ
ら
の
情
報
を
基
に

教
育
支
援
計
画
と
、
個
別
の

実
態
に
応
じ
た
適
切
な
指
導

を
行
う
為
の
個
別
指
導
計
画

を
作
成
す
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
計
画
は
、
在
籍
中
は
学

校
全
体
の
理
解
と
協
力
の
も

と
で
随
時
評
価
し
改
善
を
図

っ
て
お
り
、
卒
業
後
は
進
学

先
に
も
引
き
継
ぎ
を
行
う
。

　
　
　

町
と
し
て
の
支
援
は

　
　

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
あ
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
町
費
で
県
内
で
も
例

の
少
な
い
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て

い
る
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
園
や
学
校
、

家
庭
を
訪
問
し
て
生
活
に
課

題
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
に

寄
り
添
い
、
専
門
的
な
立
場

か
ら
、
子
供
や
各
家
庭
、

幼
・
保
育
園
、
小
・
中
学
校

や
様
々
な
関
係
機
関
と
連
携

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

誕
生
寺
支
援
学
校
と

　
　

の
連
携
は
。

　
　

教
育
長

　
　
　
日
常
の
保
育
や
教
育

の
中
で
課
題
や
問
題
を
抱
え

る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
誕

生
寺
支
援
学
校
の
職
員
に
訪

問
を
し
て
も
ら
い
、
支
援
や

対
応
の
方
法
に
つ
い
て
助
言

を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
誕

生
寺
支
援
学
校
へ
の
就
学
が

必
要
な
児
童
・
生
徒
に
つ
い

て
は
、
町
教
育
委
員
会
が
県

教
育
委
員
会
や
誕
生
寺
支
援

学
校
と
き
め
細
か
い
相
談
や

情
報
の
提
供
を
行
う
。

　
　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　

の
受
け
入
れ
は
。

　
　

教
育
長

　
　
　
可
能
な
限
り
児
童
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

障
害
が
あ
る
児
童
の
受
け
入

れ
に
は
、
保
育
園
や
小
学
校

と
連
携
し
て
保
健
福
祉
課
に

配
置
し
て
い
る
発
達
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
児
童
の

育
成
支
援
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
作
業
療
法
士
に
よ
る
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
る
等
、

研
修
の
機
会
を
提
供
し
、
指

導
員
の
専
門
性
の
向
上
に
も

努
め
て
い
る
。
既
存
の
施
設

は
、
概
ね
障
害
児
用
の
ト
イ

レ
や
ス
ロ
ー
プ
の
整
備
が
整

っ
て
お
り
受
け
入
れ
は
可
能

で
あ
る
。
個
々
の
障
害
に
応

じ
て
施
設
整
備
の
改
善
が
必

要
な
場
合
は
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　

障
害
児
通
所
支
援
に

　
　

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

支
援
が
あ
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
保
健
福
祉
課
や
社
会

福
祉
協
議
会
に
あ
る
、
鏡
野

町
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
い

ろ
ど
り
」
で
、
障
害
児
通
所

支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
相
談
を

受
け
て
い
る
。

　
　
　

医
療
的
ケ
ア
が
必
要

　
　

な
子
ど
も
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
医
療
的
な
ケ
ア
が
必

要
な
子
ど
も
に
限
ら
ず
、
障

害
の
あ
る
子
ど
も
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
は
町
の
教
育
資

源
で
提
供
で
き
る
こ
と
、
で

き
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
、

本
人
や
保
護
者
と
合
意
形
成

を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
受
け
入
れ
る
こ

と
を
決
定
し
た
場
合
は
可
能

な
限
り
支
援
を
し
て
い
く
。

子ども一人ひとりの教育ニーズに応じた支援と、保護者・
学校・医療・その他関係者が共通理解のもとで支援を行う

障害児・障害者支援にどのように
取り組むのか

牧田　俊一 議員

質問質問

答弁答弁

答答答答答答答答 問問問問問問問問

答答答答 問問問問

答答 問問 答答 問問

答答 問問 答答 問問

答答答答 問問問問



かがみの議会だより・第６号 10

一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

答答 問問問問答答

答答答答 問問答答 問問

答答答答答答 問問問問 問問

答答答答 問問問問

答答問問 問問

意見意見

仲西　祐一 議員
私が決めることはできない

今までの自分が行ってきた町政に対して
山崎町長が町民の方々に行ってきた町政の中で
一番効果があったことと一番残念なことは

答弁答弁

質問質問

　
　
　

自
分
は
こ
う
い
う
こ

　
　

と
を
や
っ
て
き
た
と
い

う
自
負
が
絶
対
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
を
な
ぜ
言
わ
な
い
の
か

私
は
疑
問
だ
。
町
長
と
し
て

16
年
や
っ
て
き
て
そ
れ
が
語

れ
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
ん

な
こ
と
で
大
丈
夫
な
の
か
と

正
直
思
う
。
な
ぜ
答
え
ら
れ

な
い
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
答
弁
書
に
書
い
て
あ

る
、
先
ほ
ど
話
し
た
と
お
り

で
あ
る
。

　
　
　

町
民
の
方
々
が
納
得

　
　

で
き
る
よ
う
に
、
明
確

に
自
分
の
言
葉
と
し
て
話
せ

な
い
理
由
を
、
も
う
一
度
私

に
分
か
る
よ
う
に
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

町
　
長

　
　
　
評
価
は
自
分
で
す
る

も
の
で
な
く
、
町
民
そ
れ
ぞ

れ
が
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

評
価
で
あ
る
。
そ
れ
が
毎
年

行
っ
て
い
る
１
，
０
０
０
人

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
出
て
い
る
。

様
々
な
と
こ
ろ
で
聞
い
て
い

る
。
そ
れ
が
評
価
で
あ
ろ
う

と
思
う
。

　
　
　

鏡
野
町
の
役
場
で
も
、

　
　

い
ろ
ん
な
事
業
を
し
た

ら
評
価
す
る
。
点
数
と
い
う

か
、
達
成
で
き
た
、
で
き
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
を
町
長

と
し
て
職
員
に
指
導
し
て
い

る
は
ず
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
で
評
価

し
、
改
善
す
る
事
を
町
長
と

し
て
推
進
し
て
い
る
は
ず
。

そ
の
立
場
に
あ
る
町
長
が
全

く
話
せ
な
い
と
い
う
の
は
、

私
か
ら
す
れ
ば
自
己
評
価
が

で
き
な
い
様
に
取
れ
る
。

　
　
　

香
典
横
領
事
件
が
あ

　
　

っ
た
が
、
そ
の
対
応
で

議
会
は
町
の
対
応
が
不
十
分

だ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
が
、

な
ぜ
解
決
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
事
件
の
解
明
に
向
け

て
誠
実
に
調
査
を
行
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。
調
査
方

法
や
手
段
な
ど
、
も
っ
と
有

効
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
か
と
、
反
省
し

て
い
る
。
職
員
に
は
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
研
修
を
実

施
し
、
全
職
員
が
襟
を
正
し
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
件
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
、
信
頼
回

復
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　

誠
実
に
対
応
し
た
と

　
　

言
わ
れ
て
い
る
が
、
私

が
百
条
委
員
会
の
委
員
長
と

な
り
色
々
な
話
を
聞
い
た
中

で
、
隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
意

図
が
推
測
で
き
る
内
容
が
多

く
あ
っ
た
と
私
は
感
じ
て
い

る
。
当
時
、
事
件
の
調
査
を

担
当
し
た
責
任
者
と
し
て
、

解
決
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
、

私
の
見
解
で
す
が
、
「
行
政

の
上
層
部
が
解
決
す
る
こ
と

を
本
当
に
望
ん
で
い
な
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
る
。
今
後

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
　
長

　
　
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
徹
底
だ
と
考
え
て
い
る
。

置
か
れ
て
い
る
立
場
の
認
識

も
、
一
人
一
人
の
職
員
が
見

詰
め
直
す
こ
と
を
怠
っ
て
い

た
と
思
う
。

　
　
　

先
ほ
ど
の
質
問
の
中

　
　

に
、
自
己
評
価
で
何
点

か
と
伺
っ
た
が
、
こ
の
事
件

に
対
し
て
自
分
の
対
応
し
た

評
価
は
何
点
だ
と
思
う
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
こ
の
事
件
に
対
す
る

私
自
身
の
評
価
は
で
き
か
ね

る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
に
対

す
る
謝
罪
は
既
に
行
っ
た
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
す
れ

ば
０
点
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

新
し
い
生
活
様
式
に
つ
い
て

　
　
　

世
界
的
に
大
き
な
変

　
　

革
が
訪
れ
て
い
る
。
今

後
の
生
活
様
式
等
々
、
様
々

な
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。
町

長
と
し
て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
推
移
し
て
い
き
、
ど
の

よ
う
な
調
整
を
行
う
つ
も
り

か
を
伺
う
。

　
　

町
　
長

　
　
　

今
後
に
つ
い
て
は
、

町
民
に
も
不
便
は
で
き
る
だ

け
少
な
く
、
効
率
的
に
行
政

を
滞
り
な
く
行
っ
て
い
く
、

新
し
い
手
法
を
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　

新
し
い
手
法
を
今
か

　
　

ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
検

討
し
て
方
向
性
は
あ
る
程
度

考
え
て
お
か
な
い
と
ダ
メ
だ

と
思
う
。
現
在
は
全
く
検
討

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
注
意
を
し
な
が
ら
町

民
の
意
見
、
あ
る
い
は
そ
う

い
う
意
向
を
聞
き
な
が
ら
反

映
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　

今
の
答
弁
で
、
何
か

　
　

検
討
し
て
い
る
と
い
う

答
え
に
は
な
っ
て
い
な
い
と

思
う
。
具
体
的
な
話
を
し
て

欲
し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
後

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
予

測
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
例
え
ば
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
駆
使
し
て
様
々
な
応

用
も
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
い
う
の
は
、

特
に
近
隣
議
会
で
も
皆
さ
ん

方
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

今
考
え
て
い
る
こ
と
を
一
つ

一
つ
挙
げ
る
の
は
困
難
で
あ

る
が
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

中
心
と
し
て
事
業
を
進
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

そ
れ
を
具
体
的
に
ど

　
　

う
利
用
す
る
か
を
聞
い

て
い
る
。
今
の
答
え
で
町
民

が
、
町
長
の
考
え
を
理
解
で

き
る
と
思
う
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
想
像
す
る
こ
と
を
お

話
し
す
る
と
い
う
こ
と
は
困

難
な
わ
け
で
あ
り
、
ま
た
こ

れ
か
ら
中
学
生
あ
る
い
は
高

校
生
か
ら
の
懇
談
会
に
お
い

て
、
気
持
ち
を
聞
い
て
、
そ

れ
に
対
応
す
べ
く
行
政
の
方

向
を
決
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

そ
の
話
の
中
に
、
具

　
　

体
性
が
全
く
な
い
。
で

は
、
実
際
に
何
を
ど
う
す
る

の
か
。
ど
の
よ
う
に
今
、
見

極
め
て
い
る
の
か
。
今
の
話

で
は
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
、
全
然
分
か

ら
な
い
。
今
の
考
え
を
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

町
　
長

　
　
　
基
本
的
に
は
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
、
収
束
し
た
時

点
を
想
像
し
て
様
々
な
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

今
の
答
弁
で
皆
さ
ん

　
　

は
分
か
る
の
か
。
私
は
、

全
く
わ
か
ら
な
い
。
感
染
症

の
状
況
に
よ
る
対
応
状
況
を

見
極
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
う
。
今
後
ど
う
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
く
か
、
町
長
と

し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。

　
　

町
　
長

　
　
　
予
測
は
暗
に
で
き
な

い
。
新
聞
紙
上
や
マ
ス
コ
ミ

に
出
て
い
る
限
り
で
あ
る
。
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括
　
方
　
式

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

改
正
教
職
員
給
与
特

　
　

別
措
置
法
に
よ
り
、
来

年
４
月
か
ら
教
員
に
も
１
年

単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
が

適
用
可
能
と
な
る
が
、
鏡
野

町
は
こ
の
制
度
を
ど
う
評
価

し
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
教
員
の
働
き
方
改
革

と
し
て
導
入
さ
れ
た
制
度
で
、

実
施
は
自
治
体
の
判
断
に
任

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
県
な
ど

の
動
向
も
見
極
め
、
学
校
長

と
も
相
談
し
慎
重
に
判
断
を

し
た
い
。

　
　
　

民
間
企
業
で
あ
れ
ば

　
　

労
使
協
定
を
結
ぶ
こ
と

が
必
要
だ
が
、
町
立
学
校
の

先
生
を
こ
の
仕
組
み
で
働
い

て
も
ら
う
場
合
の
必
要
な
要

件
は
。

　
　

教
育
長

　
　
　
全
体
の
枠
組
み
は
都

道
府
県
の
条
例
で
定
め
、
具

体
的
な
運
用
に
つ
い
て
は
、

服
務
管
理
権
限
者
で
あ
る
教

育
委
員
会
の
規
則
等
に
お
い

て
定
め
る
こ
と
に
な
る
。

答答 問問

答答 問問

学
校
長
と
も
相
談
し
な
が
ら

慎
重
に
判
断
す
る

教
員
の
１
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
へ
の
対
応
は

質問質問

答弁答弁

答答答答答答 問問

答答 問問

答答

答答

答答答答 問問問問

問問

問問問問

高校生の発想も参考にしながら
計画を立てたい

総合計画とコロナ危機・気候危機
単なる経済回復でなくグリーンリカバリーの発想を

光吉　　準 議員

質問質問

答弁答弁
　
　
　

第
２
次
総
合
計
画
の

　
　

後
期
基
本
計
画
の
策
定

中
だ
が
、
コ
ロ
ナ
危
機
、
気

候
危
機
を
受
け
て
、
後
期
計

画
で
は
防
災
、
防
疫
、
気
候

危
機
対
策
に
力
を
入
れ
る
べ

き
で
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
感
染
症
等
に
対
応
し

た
、
新
た
な
災
害
対
応
ス
タ

イ
ル
を
持
ち
合
わ
せ
た
計
画

へ
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

る
。
　
　
　

大
都
市
が
感
染
症
に

　
　

弱
い
こ
と
は
明
ら
か
に

な
っ
た
。
感
染
症
に
強
い
町

を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
打
ち

出
し
、
人
も
呼
び
込
む
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

総
合
政
策
室
長

　
　
　
後
期
計
画
に
も
反
映

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
　
　

８
月
補
正
予
算
は
、

　
　

経
済
の
Ｖ
字
回
復
フ
ェ

ー
ズ
に
移
行
後
の
経
済
対
策

と
い
う
位
置
づ
け
だ
が
、
今

は
そ
の
時
期
と
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
８
月
補
正
は
Ｖ
字
回

復
フ
ェ
ー
ズ
の
位
置
づ
け

で
、
事
業
喚
起
と
社
会
変
革

の
推
進
を
可
及
的
速
や
か
に

実
行
に
移
す
段
階
で
、
国
の

Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
に
同
調
し
て
行
う

旅
行
券
発
給
事
業
を
は
じ
め

消
費
の
喚
起
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

リ
モ
ー
ト
化
な
ど
へ
の
投
資

の
喚
起
を
行
う
段
階
で
あ
り
、

落
ち
込
ん
だ
地
方
経
済
活
動

へ
の
支
援
を
行
う
も
の
だ
。

　
　
　

８
月
に
日
本
の
Ｇ
Ｄ

　
　

Ｐ
が
戦
後
最
悪
の
落
ち

込
み
に
な
る
と
い
う
報
告
が

あ
っ
た
。
完
全
に
コ
ロ
ナ
が

収
ま
っ
た
か
ら
Ｖ
字
回
復
と

い
う
の
は
分
か
る
が
、
コ
ロ

ナ
と
の
闘
い
も
２
年
３
年
か

か
る
だ
ろ
う
と
い
う
中
で
、

Ｖ
字
回
復
と
い
う
こ
と
を
打

ち
出
す
こ
と
が
本
当
に
い
い

こ
と
な
の
か
。
Ｖ
字
回
復
で

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
に
強
い
町

を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
の
か

と
い
う
観
点
で
、
今
後
施
策

を
打
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

　
　

総
合
政
策
室
長

　
　
　
７
月
７
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
緊
急
経
済
対

策
と
い
う
書
面
の
中
に
Ｖ
字

回
復
フ
ェ
ー
ズ
が
う
た
わ
れ

て
い
る
。
利
用
喚
起
と
社
会

変
革
を
推
進
し
始
め
る
段
階

と
い
う
こ
と
で
使
っ
て
い
る
。

　
　
　

た
だ
単
に
経
済
が
回

　
　

復
す
れ
ば
い
い
と
い
う

の
で
は
な
く
、
グ
リ
ー
ン
リ

カ
バ
リ
ー
・
緑
の
回
復
と
い

う
考
え
方
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
。
経
済
の
回
復
と
脱
炭

素
化
を
両
方
や
っ
て
い
く
と

い
う
の
が
、
今
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
主
流
の
考
え
方
だ
。
そ

う
い
う
観
点
も
入
れ
て
、
今

後
の
経
済
対
策
を
。

　
　

く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
そ
う
い
う
考
え
方
も

踏
ま
え
な
が
ら
の
回
復
期
と

い
う
こ
と
で
考
え
て
い
き
た

い
。
　
　

町
　
長

　
　
　
後
期
計
画
は
中
学
生

あ
る
い
は
高
校
生
と
の
座
談

会
も
用
意
を
し
て
お
り
、
高

校
生
は
発
想
力
も
違
う
。
そ

れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
計

画
を
立
て
て
い
き
た
い
。

　
　
　

温
暖
化
対
策
実
行
計

　
　

画
の
区
域
施
策
編
に
つ

い
て
、
今
年
度
は
先
行
団
体

の
研
究
等
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
な
事
例
を
参
考
に
す

る
の
か
、
ま
た
計
画
策
定
の

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
区
域
施
策
編
は
町
村

に
は
策
定
義
務
は
な
く
、
ほ

と
ん
ど
策
定
し
て
い
な
い
状

況
で
、
鏡
野
町
と
規
模
等
が

類
似
す
る
団
体
の
計
画
書
の

収
集
に
苦
慮
し
て
い
る
。
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
現
段
階
で
は
っ
き
り
と

申
し
上
げ
る
こ
と
は
差
し
控

え
る
。

　
　
　

パ
リ
協
定
に
お
い
て

　
　

合
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、

産
業
革
命
以
降
の
気
温
の
上

昇
幅
を
1.5
度
に
抑
え
る
こ
と

で
、
破
局
的
な
事
態
を
何
と

か
回
避
し
よ
う
と
い
う
こ
と

だ
。
今
の
ま
ま
Ｃ
Ｏ₂
が
増

え
て
い
っ
た
ら
２
０
３
０
年

に
は
1.5
度
を
超
え
る
。
そ
こ

か
ら
先
は
、
後
戻
り
が
効
か

な
い
。
残
さ
れ
て
い
る
の
は

10
年
し
か
な
い
。
早
く
計
画

を
。

　
　

く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
資
料
の
収
集
の
項
目

が
大
変
多
く
、
中
に
は
ど
う

や
っ
て
そ
の
資
料
を
入
手
す

る
の
か
の
と
こ
ろ
か
ら
勉
強

し
な
い
と
い
け
な
い
も
の
も

あ
り
、
今
も
そ
の
研
究
を
進

め
て
い
る
が
、
な
る
べ
く
早

く
作
り
た
い
。
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▲ニッコウキスゲ

片田八重美 議員

末永く健全な運営ができるスキー場を
目指します　

雪が降るのを待つ恩原高原スキー場
今後、町としての運営方針は

答弁答弁

質問質問

　
　
　

夏
場
の
集
客
に
つ
な

　
　

げ
よ
う
と
ニ
ッ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
を
植
栽
し
て
６
年
目
だ

が
、
今
後
の
植
栽
計
画
は
。

　
　

教
育
長

　
　
　

毎
年
植
栽
を
重
ね
、

現
在
で
は
面
積
に
し
て
約

０
・
６
ha
、
株
数
は
約
１
８
，

０
０
０
本
。
今
後
も
少
し
ず

つ
植
栽
箇
所
を
増
や
し
、
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
の
集
客
に
つ
な

げ
た
い
。

　
　
　

恩
原
高
原
は
、
石
ガ

　
　

ラ
で
肥
の
な
い
土
壌
で

あ
る
。
花
を
増
や
す
に
は
、

土
壌
改
良
が
大
事
に
思
う
が
。

　
　

町
　
長

　
　
　
一
人
で
も
多
く
の
方

に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

良
い
環
境
を
作
り
た
い
と
思

う
。
　
　
　

花
が
咲
く
ま
で
３
年

　
　

か
か
る
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
。
集
客
に
つ
な
げ
る
に
は
、

恩
原
に
合
う
花
は
あ
る
は
ず
。

鳥
取
県
の
大
山
で
は
、
エ
キ

ナ
ゼ
ア
を
鑑
賞
し
、
お
茶
に

し
て
販
売
し
て
い
る
。
ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
を
中
心
に
お
花

畑
を
イ
ベ
ン
ト
化
し
、
ク
リ

ス
タ
ル
パ
レ
ス
も
活
用
し
、

植
栽
費
に
イ
ベ
ン
ト
費
用
を

加
え
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

受
託
者
に
対
し
、
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
の
計
画
、
指
導
が
大
事

に
思
う
が
。

　
　

産
業
観
光
課
長

　
　
　
お
花
畑
へ
の
提
案
や

植
栽
に
つ
い
て
有
効
な
活
用

方
法
を
検
討
し
た
い
。
肥
土
、

肥
料
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

岡
山
県
や
県
観
光
連
盟
か
ら

も
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
を
Ｐ
Ｒ

頂
い
て
い
る
の
で
、
当
面
の

間
は
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
を

植
え
て
い
き
た
い
。

答答答答 問問問問問問

答答

今
後
も
植
栽
箇
所
を
増
や
し
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
で
の
集
客
に
つ
な
げ
た
い

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
植
栽
に
よ
る
夏
の
恩
原

高
原
を
ど
の
よ
う
に
活
か
す
の
か

質問質問

答弁答弁

答答答答 問問問問

答答答答答答 問問問問問問

答答 答答問問 問問

　
　
　

地
球
温
暖
化
に
お
い

　
　

て
、
恩
原
高
原
ス
キ
ー

場
に
は
、
降
雪
機
も
造
雪
機

も
な
い
中
、
何
と
か
運
営
し

て
い
る
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
、

大
変
な
雪
不
足
で
12
日
間
し

か
営
業
で
き
ず
沿
線
の
観
光

施
設
に
ま
で
、
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
天
候
に
左
右

さ
れ
な
い
ス
キ
ー
場
運
営
と

存
続
を
強
く
願
い
、
今
後
の

町
の
方
針
を
聞
く
。

　
　

町
　
長

　
　
　
昨
今
の
気
象
変
動
は

我
々
の
予
想
を
遥
か
に
超
え

て
い
る
。
冬
の
鏡
野
町
の
観

光
・
地
域
振
興
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
集
客
施
設
だ
。

町
民
が
集
う
健
康
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
も
、
地
元
関
係
者
ら
と
の

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
末
永

く
健
全
な
運
営
の
で
き
る
ス

キ
ー
場
を
目
指
し
た
い
。

　
　
　

健
全
な
ス
キ
ー
場
と

　
　

は
、
ど
の
よ
う
な
ス
キ

ー
場
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
雪
が
あ
る
こ
と
が
健

全
な
ス
キ
ー
場
で
は
な
い
。

経
営
的
に
安
定
し
、
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
こ
そ
安

定
し
た
ス
キ
ー
場
と
思
う
。

人
工
降
雪
機
を
入
れ
ま
す
と
、

莫
大
な
設
備
費
と
維
持
費
が

か
か
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
降

雪
機
に
つ
い
て
は
十
分
に
検

討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
が

今
で
あ
る
。

　
　
　

私
が
思
う
ス
キ
ー
場

　
　

は
、
シ
ー
ズ
ン
中
、
安

定
し
て
滑
れ
る
ス
キ
ー
場
だ

と
思
う
。
気
象
変
動
の
な
か

で
健
全
な
ス
キ
ー
場
を
維
持

す
る
に
は
、
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
、
降
雪
機
、
造
雪
機

が
必
要
に
思
う
が
。

　
　

町
　
長

　
　
　
降
雪
機
、
造
雪
機
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
維
持
コ

ス
ト
面
に
於
い
て
も
導
入
す

べ
き
で
な
い
声
を
、
他
の
自

治
体
か
ら
聞
い
て
い
る
。
何

を
す
べ
き
か
地
元
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
な
ど
か
ら
意
見
も
聞
い

て
き
た
。
今
は
、
状
況
を
見

て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　
　

調
べ
る
な
か
で
、
恩

　
　

原
の
設
置
条
件
か
ら
し

て
も
、
降
雪
機
が
有
利
な
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
標
高
、
気

温
、
気
象
条
件
的
に
蒜
山
ベ

ア
バ
レ
ー
よ
り
有
利
で
、
鳥

取
県
大
山
が
導
入
し
て
い
る

新
型
ラ
ン
ス
Ｖ
３
は
、
ひ
と

昔
前
の
機
械
よ
り
、
経
費
が

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
雪
を
確

保
す
る
選
択
肢
は
い
ろ
い
ろ

考
え
ら
れ
る
が
。

　
　

町
　
長

　
　
　
今
は
、
状
況
を
見
て

い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　
　

町
が
描
く
ス
キ
ー
場

　
　

の
、
売
り
は
何
か
。
ス

キ
ー
ヤ
ー
に
わ
か
り
や
す
く

示
せ
な
い
か
。

　
　

産
業
観
光
課
長

　
　
　
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー

が
広
く
長
く
集
え
る
ス
キ
ー

場
を
目
指
す
。
初
心
者
か
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
中
心
の
ス
キ

ー
場
と
し
て
、
今
、
フ
ラ
ッ

ト
バ
ー
ン
化
の
整
備
を
し
て

い
る
。
冬
場
に
限
ら
ず
全
て

の
シ
ー
ズ
ン
で
、
自
然
に
囲

ま
れ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
の
役
割
を
模
索
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　

雪
を
待
つ
施
設
に
と

　
　

っ
て
は
営
業
努
力
以
前

の
問
題
に
思
う
。
指
定
管
理

者
と
町
と
で
交
わ
す
基
本
協

定
書
に
つ
い
て
、
見
直
し
が

必
須
に
思
う
が
。

　
　

町
　
長

　
　
　
現
在
の
基
本
協
定
書

の
な
か
に
は
不
可
抗
力
の
項

目
を
掲
載
し
て
い
る
。
降
雪

が
大
前
提
の
ス
キ
ー
場
で
は

あ
る
が
、
全
国
の
他
の
指
定

管
理
施
設
の
状
況
も
調
査
し
、

今
後
、
昨
年
と
同
様
の
事
象

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
不

可
抗
力
に
よ
り
発
生
し
た
費

用
と
し
て
対
応
を
考
え
る
が
、

見
直
し
の
必
要
は
な
い
と
考

え
る
。

　
　
　

他
県
で
は
、
指
定
管

　
　

理
者
募
集
の
段
階
で
、

指
定
管
理
料
を
明
記
し
募
集

し
て
い
る
。
検
討
を
。

　
　

産
業
観
光
課
長

　
　
　
現
時
点
で
は
、
考
え

て
い
な
い
。
た
だ
異
常
気
象

が
続
く
な
ど
状
況
が
変
わ
れ

ば
他
市
町
村
の
事
例
も
検
討

し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。
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中西　省吾 議員
　
　
　

選
挙
前
の
会
議
議
案

　
　

は
調
査
や
深
掘
り
が
時

間
少
な
く
難
し
い
。
平
成
25

年
３
月
会
議
の
鏡
野
町
地
域

情
報
通
信
施
設
整
備
運
営
事

業
約
85
億
円
（
利
用
費
約
16

億
円
除
く
）
の
予
算
が
提
出

さ
れ
た
。
こ
の
時
、
議
員
の

多
く
は
町
の
利
用
料
は
無
料

と
思
っ
て
い
た
が
、
町
長
は

15
年
間
有
料
の
こ
と
を
知
っ

て
い
た
の
か
。
（
既
に
５
年

間
で
１
，
９
７
６
万
円
）

　
　

町
　
長

　
　
　
そ
の
当
時
の
議
会
答

弁
書
の
中
に
放
送
料
の
負
担

は
必
要
と
あ
り
、
答
弁
し
た
。

　
　
　

そ
れ
は
、
い
つ
、
何

　
　

処
の
会
場
で
の
こ
と
か
。

　
　

く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
平
成
27
年
12
月
会
議

の
場
の
中
の
町
長
答
弁
。

　
　
　

議
案
は
25
年
３
月
だ
。

　
　

そ
の
時
、
説
明
し
た
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
記
憶
が
定
か
で
な
い
。

　
　
　

執
行
部
の
中
に
知
っ

　
　

て
い
る
人
は
い
な
い
か
。

　
　

住
民
税
務
課
長

　
　
　
条
例
の
中
に
謳
わ
れ

て
お
り
、
議
員
各
位
承
知
の

上
、
議
決
し
た
と
認
識
す
る
。

　
　
　

私
は
、
町
長
が
そ
の

　
　

説
明
を
議
会
に
し
た
か

ど
う
か
を
尋
ね
て
い
る
。

　
　

住
民
税
務
課
長

　
　
　
そ
れ
は
、
私
も
記
憶

が
な
い
。

　
　
　

こ
の
状
態
で
は
答
え

　
　

が
出
な
い
の
で
、
次
に

移
る
。

　

平
成
24
年
11
月
19
日
の
全

員
協
議
会
資
料
に
直
営
方
式

よ
り
指
定
管
理
方
式
が
縮
減

率
16
・
７
％
と
あ
る
が
、
具

体
的
に
い
く
ら
縮
減
で
き
る

の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
平
成
25
年
１
月
29
日

付
け
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
約

８
％
と
公
表
し
た
。
縮
減
額

は
約
４
億
３
，
８
０
０
万
円
。

　
　
　

そ
の
説
明
を
平
成
25

　
　

年
３
月
会
議
ま
で
に
し

た
か
。

　
　

く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
議
会
へ
の
内
容
説
明

は
見
当
た
ら
な
い
。

　
　
　

議
決
に
お
い
て
、
以

　
　

前
の
説
明
と
大
き
な
変

更
が
生
じ
た
場
合
、
議
会
に

知
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
大
変
遺
憾
で
あ
っ
た

と
感
じ
る
。

　
　
　

縮
減
率
が
８
％
に
な

　
　

っ
た
理
由
は
。

　
　

く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
　
16
・
７
％
は
町
職

員
が
概
算
を
出
し
、
８
％
は

プ
ロ
が
算
定
し
た
。

　
　
　

機
器
更
改
費
が
22
・

　
　

２
億
円
は
16
・
７
％
の

縮
減
率
で
計
算
し
た
も
の
と

思
う
が
、
８
％
の
縮
減
率
で

は
、
高
く
な
る
の
で
は
。

　
　

く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
平
成
26
年
４
月
15
日

の
全
員
協
議
会
の
説
明
資
料

に
よ
る
と
、
機
器
更
改
費
は

約
15
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

そ
の
全
協
は
選
挙
後

　
　

の
議
会
に
対
し
て
で
あ

る
。
議
決
前
に
町
長
が
知
り

な
が
ら
、
そ
の
説
明
無
し
で

提
出
し
て
い
れ
ば
大
変
な
こ

と
で
あ
る
。
議
会
は
16
・
７

％
の
縮
減
率
、
機
器
更
改
費

22
・
２
億
円
で
議
決
し
た
。

　

町
長
は
縮
減
率
８
％
、
機

器
更
改
費
15
億
円
を
当
時
知

っ
て
い
た
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
そ
の
説
明
は
多
分
聞

い
て
い
な
い
。
当
初
説
明
は

聞
い
て
い
る
が
、
後
の
説
明

は
記
憶
に
な
い
。

　
　
　

来
年
３
月
が
改
選
で

　
　

あ
り
、
２
月
に
会
議
が

あ
る
。
そ
の
提
出
議
案
は
、

き
ち
っ
と
精
査
し
た
議
案
を

求
め
る
。

　

15
年
間
に
機
器
更
改
費
が

契
約
時
よ
り
更
改
時
期
の
方

が
安
価
に
な
っ
た
場
合
、
減

額
の
変
更
は
で
き
る
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
「
性
能
発
注
」
で
の

契
約
で
あ
り
、
変
更
は
で
き

な
い
。

　
　
　

数
億
円
変
化
す
る
よ

　
　

う
な
金
額
が
発
生
し
た

場
合
も
変
更
無
し
、
と
い
う

こ
と
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
後
に
遡
っ
て
検
討
す

る
。
　
　
　

あ
と
10
年
で
契
約
期

　
　

間
が
終
了
す
る
。
そ
の

後
は
直
営
方
式
に
切
り
替
え

た
方
が
、
私
は
よ
い
と
思
う
。

　

理
由
：
①
町
職
員
が
町
全

土
に
出
か
け
る
こ
と
で
住
民

と
の
接
点
が
増
え
、
町
民
と

行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
が
進
む
。
②
放
送
に
関

わ
っ
た
職
員
は
、
他
の
部
署

に
配
属
さ
れ
て
も
、
そ
の
経

験
は
活
か
さ
れ
、
町
民
の
福

祉
に
貢
献
で
き
る
。
③
放
送

の
専
門
技
術
を
身
に
着
け
た

職
員
が
育
ち
、
緊
急
時
の
対

応
も
町
職
員
と
し
て
任
務
に

就
け
る
。
④
町
の
歴
史
、
文

化
等
の
記
録
、
編
纂
や
教
育

に
役
立
つ
。
⑤
雇
用
の
創
出

の
場
と
な
り
得
る
。
（
現
社

員
採
用
も
可
）
⑥
町
独
自
の

情
報
収
集
と
発
信
、
例
え
ば
、

地
域
の
課
題
解
決
を
先
進
地

取
材
と
解
説
を
持
っ
て
町
民

に
発
信
す
る
。
⑦
費
用
を
費

や
す
だ
け
で
な
く
、
費
用
が

人
材
と
し
て
残
る
使
い
方
が

重
要
で
あ
る
。

　

町
長
の
所
見
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
事
業
期
間
終
了
３
年

前
か
ら
双
方
で
協
議
を
始
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

か
が
み
の
創
生
基
金
条
例
に
つ
い
て

　
　
　

条
例
の
活
用
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
現
在
、
岡
山
大
学
の

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
研
究
に
毎
年
２
千

万
円
（
総
額
１
億
円
）
を
寄

附
し
て
い
る
。

　
　
　

現
在
の
基
金
額
は
い

　
　

く
ら
あ
る
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
令
和
元
年
度
末
６
億

６
，
６
８
１
万
７
千
円
あ
る
。

　
　
　

条
例
の
目
的
は
、　

　
　

「
全
て
の
町
民
が
健
康

で
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
『
鏡
野
町
』
を

目
指
し
て
明
る
く
、
豊
か
で

活
力
あ
る
独
創
的
、
個
性
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め

設
置
す
る
」
と
あ
る
。　
　

こ
の
基
金
を
用
い
、
過
疎
少

子
化
が
進
む
辺
地
の
学
校
に

生
徒
を
増
や
す
考
え
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
基
金
を
充
て
る
と
判

断
し
た
場
合
、
活
用
す
る
。

　
　
　

上
齋
原
学
園
が
休
校

　
　

す
る
前
に
こ
の
基
金
を

使
い
、
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
独
創
的
、
個
性
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
、
な
ぜ
行
わ

な
か
っ
た
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
目
的
に
従
い
、
独
創

的
、
個
性
的
な
内
容
に
使
っ

て
い
る
。

　
　
　

現
在
の
香
北
小
学
校

　
　

の
生
徒
数
は
11
名
。
休

校
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
富
、
香
北
、
香
々
美

地
域
の
保
護
者
、
地
域
住
民

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
考
え

て
い
く
。

答弁答弁
町政を検証する　鏡野ケーブルTV等について

利用料約１６億含め、約１０２億円

質問質問

ネット、放送料合計約１，９７６万円
町と鏡野光サービス㈱と委託期間終了３年前から協議開始

17年間の運営事業の総事業費用は
過去５年間の町の利用費は
指定管理終了後に直営方式は

問問問問問問問問 答答答答答答答答答答 問問問問

答答答答答答答答答答 問問問問問問問問

答答答答答答 問問問問 問問問問

答答 答答問問

答答 答答答答答答問問 問問 問問 問問
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▲ライブ中継視察

▲意見交換会

第８回 町民と議会との意見交換会
地域づくり協議会のみなさんと

　町民と議会との意見交換会も、８回目を迎え
ましたが、今年は地域づくり協議会のみなさん
との意見交換を行いました。12会場、約100人
の参加で、様々な意見が出されました。
　鏡野町議会は３月会議において、令和２年度
当初予算のうち、未来希望基金事業サポートス
タッフ補助金960万円を削除する修正案を、全
会一致で可決しました。今回の意見交換会は、
この補助金を削除したことや、未来希望基金事
業についてなどを主なテーマにしました。
　参加された皆さんからは、「地域マネージャー」
がいつの間にか「地域サポートスタッフ」にと
変わり、敬老祝賀会もいつの間にか希望基金事
業でなくなるなど、説明不足だったという意見
が出されました。
　地域マネージャー・地域サポートスタッフの
必要性については、地域により温度差があり、
地域の実情を反映した取り組みを求める声もあ
りました。
　そして希望基金事業をより使いやすいものに
して欲しい、行政でできることは行政で行うべ
きであり地域に任せすぎではないかなどの意見

も出されました。
　また、議会も執行部に対してもっと説明を求
めるとか話し合いの不足ではないか、否決だけ
でなく議会としての提案を出すべきではなかっ
たか等、議会のあり方に対する意見もありまし
た。
　いただいた意見は執行部への提言や、今後の
議会のあり方に活かしていきたいと思っていま
す。

（光吉　準）

ライブ中継視察の報告
　８月18日に久米南町議会事務局に議会のライ
ブ配信の視察を行ってきました。
　久米南町議会の設備の仕様や放送システムや
機材などを拝見させていただきました。

　久米南町では、本会議場にカメラを設置して
ユーチューブで配信しており、私は結構な設備
がいるのではないかと思っていましたが、配信
することだけなら結構難しくない印象を受けまし
た。
　その後、配信方法の手順やトラブルの対処法
などを教えていただきました。
　私たち鏡野町議会では、本会議だけの配信で
なく、その他の委員会や会議なども配信し町民
の方々に本当に開かれた議会を見ていただきた
いと思っています。
　このライブ配信で、一番変わるのは役場の執
行部と我々議会議員だと思います。
　今までのような執行部の曖昧な答弁や何も質問
しない議員など、本当の姿を見ていただくことが
今後の鏡野町の未来に繋がっていくと思います。

（仲西　祐一）
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地域おこし協力隊員を取材して

　2019年から地域おこし協力隊の受入れを始
めた町は、1期生1名、今年は2期生として３名
を受入れ、計4名が地域で活動している。
　1期生の金澤千恵さんは（元緑の協力隊
員）、地域おこし協力隊員になり２年目。株式
会社未来奥津に所属し、出荷生産者を取材して
ホームページにアップしたり、またひらめの商
品開発、道の駅「温泉亭」の応援、弁当づくり
などにも従事。
　尾久聡子さんは、２期生１年目。一般社団法
人カガミノミライに所属し、ポストカード作
成、婚活イベント企画、姫とうがらしの栽培な
どに従事。
　ロビン・ワトソンさんと豊島里沙さんは、ご
夫婦で協力隊員として２期生１年目。プロモー
ション本部に夫妻で所属し、SNSの発信、パン
フレットの翻訳校正をするなど、プロモーショ
ン業務サポートに従事。
　鏡野町を選んだ理由を聞くと、自然が豊かで

温泉があり、地域とのふれあいを期待して選ん
だ。希望する仕事に就けているかの問いには、
コロナ禍にあり、地域に出向きにくい。地域住
民ともっと触れ合いたいなどやや不満足気味。
任期後の定住は考えているかには、町が好きな
のでもちろん定住したい、任期３年間のうちに
考えたいなど様々だった。
　取材をして思った。隊員にとって活動しやす
い状況にあるのだろうか。本当に地域が必要と
するところへ配置されているのだろうか。担当
課は地域の実情を把握し、起業、定住に導ける
よう更なる指導が大切ではないだろうか。地域
おこし協力隊員の受け入れは始まったばかり
で、受入れ経験も浅い。近隣自治体を参考にし
ながら、協力隊員と共に交流会など積極的に参
加して欲しい。新たな目線で町の魅力を発掘、
発信に努めて欲しい。そして、3期生募集へと
繋げて欲しく期待したい。

（片田八重美）

ど う な
●追跡コーナー

っ た

あ の 質 問

議員の一般質問で、町長など執行部から「検討します」
という答弁がよくありますが、その後の検討結果などが
明らかにされることはまれです。このコーナーでは一般
質問のその後について追跡します。

　４月会議において、新型コロナ対策の経済版と
してプレミアム付き商品券の予算２億５千万円を
含んだ令和2年度補正予算が上程された。この背景
には昨年10月から消費税が10％になり、今年１
月に鏡野町商工会が経済活性化対策を鏡野町に要
望していたことも一因と思われる。
　その予算の内訳は町民利用者に２億２千万円、
商品券等印刷費・換金手数料等事務費に３千万円
の内容になっていた。
　４月会議の質疑・討論等でも３千万円が一度の
経費で消えて無くなることに賛否両論があった。
　６月会議の一般質問で新型コロナ感染の収束が
見えない中、次回のプレミアム付き商品券等を考
える場合に、奈義町が発行しているナギフトカー
ドのような地域カードが有効ではないか、制度設
計を始めるようにと尋ねた。町長答弁では「現在、
健康ポイント制度を考案中であり実施可能か検討

する。」とのことだった。
　９月現在の状況は、６月会議後保健福祉課では、
産業観光課に地域カードの制度設計について尋ね
たところ、健康ポイント制度と同時に発行は難し
いとのこと。理由は先進地の調査や地域カード発
行業者に問い合わせ中であり、制度設計にかなり
の時間が掛かるとのことだった。
【取材を終えて】
　何事も新しいことをするには時間が掛かる。以
前、研修で「よいことは、直ぐそっくりそのまま
いただいて結構です」と。その制度を実行するま
でに同じ問題を解決したのだから、ゼロから出発
して無駄な労力・費用・時間を使わなくてよい、
とのことを学んだ。
　奈義町をお手本にし、鏡野町に合った地域カー
ドを早く発行してもらいたい。

（中西　省吾）

●今回は「鏡野町地域カードの制度設計の今！」についてです。
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委
員
長
　 

光
吉
　
　
準

副
委
員
長
　 

牧
田
　
俊
一

委
　
　
員
　 

飯
綱
　
洋
平

　
　
　
　
　 

仲
西
　
祐
一

　
　
　
　
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

中
西
　
省
吾

　
　
　
　
　 

原
　
　
章
倫

【
広
報
特
別
委
員
】

編
集
後
記

開かれた議長室の報告とお知らせ
　７月、８月の第１・３火曜日に本庁舎議長
室、奥津、上齋原、富の各振興センターで
「開かれた議長室」を行いました。
　富地域の方から、ラジオ放送が聴ける環境
を作ってほしい。富は山間地でラジオ放送の
入りが悪く、娯楽や情報収集が出来にくい。
また、災害時にケーブル切断等により告知放

送が受信できないことも予想される。次に、
行政相談員はプライバシーのこともあり、地元
以外の人にお願いしたいとの声がありました。
　ご意見を真摯に受け止め課題解決に取り組
みます。今後とも議会に対し、ご指導・ご鞭
撻をよろしくお願いいたします。

（中西　省吾）

「
声
の
広
場
」募
集
し
て
い
ま
す

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
様
の
投
稿
を
掲
載
し
ま
す
。

　

議
会
に
対
す
る
ご
意
見
や
、
要
望
、
イ
ラ
ス
ト
、

写
真
、
四
コ
マ
漫
画
な
ど
何
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

ど
う
な
っ
た
？
あ
の
質
問
!!「
追
跡
コ
ー
ナ
ー
」

　

「
あ
の
質
問
は
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
た
の
か
？
」

　

町
民
の
皆
様
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
声
が
あ
れ
ば

追
跡
い
た
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
情
報
、
声
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
議
は
、
特
に

前
年
度
の
決
算
審
査
を
す
る

議
会
で
も
あ
り
ま
す
。
会
議

閉
会
後
、
早
々
に
議
会
だ
よ

り
の
編
集
に
取
り
掛
か
り
、

今
回
の
第
６
号
は
１
ヶ
月
早

く
議
会
の
報
告
を
届
け
た
い

と
の
思
い
で
、
広
報
委
員
会

全
員
で
、
原
稿
期
限
に
間
に

合
う
よ
う
頑
張
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
町
民
の
皆
様
と

の
意
見
交
換
に
お
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
あ
り
ま
し

た
が
、
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
皆
様
方
の
ご
理
解
を
頂
き
、

８
月
に
12
会
場
で
貴
重
な
ご

意
見
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
に
お
き
ま
し

て
も
、
多
く
の
町
民
の
皆
様

と
の
意
見
交
換
に
つ
と
め
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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シリーズ❻ 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　議会が、一会計年度の歳入歳出予算の執行の実績である決算につい
て、その内容を審査した上で、適法かつ正当に行われたかどうかを確
認することをいう。
　町長は、監査委員の審査意見を付けて、次年度の当初予算を審議する
会議までに、決算を議会の認定に付さなければならないものとされる。
　決算審査において、不適切なものや非効率なものがあれば、今後の
予算編成に反映させることが求められる。
　決算審査の結果、法令等の違法など重大な問題が発見されたような
場合には、議会としてこれを不認定とすることもある。認定しなかっ
た場合には、町長の政治的、道義的責任が問われるかもしれないが、
すでに行われた予算執行には影響しない。　　　　　　  （原　章倫）

決算認定とは？

本庁３Ｆ議長・副議長室
奥津振興センター
上齋原振興センター
富振興センター

３密をさける会場設営にしています。

場   　所時   間曜日日月

火
５日
19日
２日
16日

１月

２月

18:30
～
20:30

あ
い
た
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た
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イ
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シ
に
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や
ら
れ
た
ら

や
り
返
し
ま
す

倍
返
し

 

食
い
し
て

  

や
り
ま
す

ど
こ
へ

議案の提案理由説明
議案の質疑
一般質問
常任委員会議案審査
議案質疑、討論、表決

主な内容と　　き
12月３日㈭ 10:00～
12月７日㈪ 10:00～
12月14日㈪ 10:00～
12月15日㈫・17日㈭・18日㈮ 10:00～
12月24日㈭ 10:00～

次回定例会の日程（予定）

【問合せ】議会事務局  54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

次回の発行は令和３年２月１日の予定です。

９月会議傍聴者人数
　３日（提案）…４名、７日（質疑）…１名、14日（一般質問）…９名、
　25日（表決）…２名
９月常任委員会傍聴者人数
　15日（総務）…１名、17日（文教厚生）…１名、18日（産業）…１名
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